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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

令和元年８月27日、村上市教育委

員会から磯部指導主事をお招きし

て、「授業改善研修」を実施しました

（左）。事後のアンケートには、「生徒の興

味・関心を引き出すことの重要性を

再認識した」、「学習課題の設定をどう

するのかという点に難しさを感じたが、

自分なりに試行錯誤してみたい」等、

意欲的な感想が多数見られました。

令和元年８月29日、この日は「情報

モラル研修」（右）と「生徒支援研修」

（下）の２本立てで校内研修を実施

しました。「情報モラル研修」では、教

科「情報」の担当、古俣教諭が指導者

となり、模擬授業を行いました。

情報モラルに係る生徒の既習事

項を確認することで、各クラスにおけ

る生徒指導の一層の充実を図ること

がねらいでした。

「生徒支援研修」は、県精神保健福

祉センターの中沢副参事を講師として、

子どもの自殺予防の方策について皆で

考えました。「『承認欲求』が満たされな

いまま育った子どもに対しては、教員が

意識して接しなければならない。名前を

呼ぶ、視線を合わせて話すなど、些細な

配慮が生徒の『自尊感情』の育成に繋

がる」とのお話が印象に残っています。

令和元年12月17日、この日は午前中に、県教育委員会による「第２回いじめ対策総点検」が行われました。この取組の報告は、学

校ホームページに掲載してありますので、どうぞそちらをご覧ください。同日放課後、当校の「学校いじめ防止基本方針」、「いじめ認

知と対応に係るマニュアル」を踏まえた具体的な対応方法を確認するため、「生徒指導研修」を実施しました（下）。研修では、「いじ

めにより登校渋りになった生徒への対応」という事例を基に、組織的対応の在り方についてグループワークを行いました。いずれ

のグループも、管理職への迅速な報告、初期対応における家庭との連携など、ポイントをしっかり押さえていました。


